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1. C を定数とするとき，関数 y = log(x+ C) が満たす微分方程式を導け．

2. 微分方程式 y′ = −y + e−x について次の問いに答えよ．

(1) 関数 y = (x+ C)e−x （C は任意定数）一般解であることを確かめよ．

(2) 初期条件 y(0) = 3 を満たす特殊解を求めよ．

3. 微分方程式 y′′ + 2y′ + y = 0 について次の問いに答えよ．

(1) 関数 y = C1e
−x + C2xe

−x （C1, C2 は任意定数）は一般解であることを確かめよ．

(2) 初期条件 y(0) = 1, y′(0) = 1 を満たす特殊解を求めよ．

4. 微分方程式 y′′ + π2y = 0 について次の問いに答えよ．

(1) y = C1 sin πx+ C2 cos πx （C1, C2 は任意定数）は一般解であることを確かめよ．

(2) 境界条件 y(0) = 1, y′
(
1

3

)
= 2 を満たす特殊解を求めよ．

5. 微分方程式 y′ = −xy の方向場を描け．

6. 関数 f(x, y) が閉長方形

D =
{
(x, y) ∈ R2 : |x− α| ≤ a, |y − β| ≤ b

}
で Lipschitz条件を満たすことの定義を述べよ．

7. Cauchy-Lipschitzの定理を述べよ．

8. 次の微分方程式の初期値問題に対して，関数列 {yn(x)} 講義資料の式 (1.27)にある逐次近似法
で定義する．y1(x), y2(x), y3(x) を求め，yn(x) およびこの初期値問題の解 y(x) を類推せよ．{

y′ = xy

y(0) = 1

1


